
基本計画体系の推移 

 

       

 

       

       

       

       

       

平成 7（1995）年度～平成 16（2004）年度  平成 17（2005）年度～平成 25（2013）年度  平成 26（2014）年度～令和 5（2023）年度 
 令和 6（2024）年度～ 

令和 13（2031）年度 

 

Ⅰ 意義・役割  第１章 

計画の趣旨 

第１節 計画策定の趣旨  １ 策定 

の背景 

策定にあたって   

    第２節 計画の意義  世田谷区をめぐる状況   

Ⅱ 

計画の 

考え方 

１ 計画の指標           

２ 展望  第２章 

計画の考え方  

第１節 

基本的 

考え方 

①区民主体のまちづくり  ２ 視点 基本計画の位置づけ   

３ 

視点 

１ 地域・生活者  ②協働の推進  基本方針 住民自治の確立 –参加と社会的包摂–   

２ 協働・共生  ③新たな時代にふさわしい自治体経営の推進  環境と調和した地域社会の実現   

３ 自治・改革  第２節 世田谷区の状況  自治権の拡充と持続可能な自治体経営の推進   

４ 

主要 

課題 

１ ネットワークづくり      基本方針を実現する区政の運営   

２ 環境共生  第３章 

将来目標  

第１節 将来目標  マッチングによる政策の推進   

３ 都市づくり  第２節 都市構想図       

        ３ 

重点政策 

１ 子ども若者が住みたいまちづくり、教育の推進   

Ⅲ  

重点 

計画 

１ いきがいと人づくりへの支援  第４章  

主要テーマの

展開 

安全で安心なまち  ２ 高齢者・障害者等の在宅生活を支え、孤立させないための地域包括ケアシステムと住まい    

２ 世田谷型福祉システムの展開  魅力的で活力あふれるまち  ３ 安全で災害に強いまちづくり   

３ 環境とともに生きるまちづくり  健康でやすらぎのあるまち  ４ 自然の恵みを活かして小さなエネルギーで暮らす豊かなまちの実現    

４ 居住環境の整備  世田谷の文化を育み、未来が輝くまち  ５ 世田谷の文化の創造と知のネットワークづくり   

５ 都市機能の総合的整備  区民が創るまち  ６ 豊かなコミュニティ活動の発展と住民自治の推進   

           

Ⅳ 地域計画  第５章  

重点的取り組

み －リーデ

ィングプロジ

ェクト－ 

１ 身近で便利 交流促進プロジェクト  ４ 

分野別 

政策 

健康・福祉   

   ２ 次代を担う世田谷っ子プロジェクト  子ども若者・教育   

Ⅴ 

分野別 

計画 

１ 健康・福祉  ３ いつまでも生きがいを 生涯現役プロジェクト   暮らし・コミュニティ   

２ 文化・生涯学習・コミュニティ  ４ 区民が創る良好な環境プロジェクト  都市づくり   

３ 地域の活性化  ５ 世田谷の魅力倍増プロジェクト      

４ 生活環境      ５ 地域計画   

５ 基盤整備  第６章  

計画の推進に

向けて 

①自治体運営の自律の推進      

   ②新たな時代にふさわしい地域行政の推進  ６   

実現の 

方策 

１ 区民参加の推進（参加、協働、ネットワーク）   

Ⅵ 

実現の 

方策 

１ 執行体制の整備  ③区民の目線に立った行政経営の確立  ２ 持続可能な自治体経営   

２ 区民参加の促進  ④資源の有効活用による区民サービスの質の向上   ３ 財政収支見通し   

３ 自治権拡充・自治体間協力の推進          

 

資料７ 

次 

期 

基 

本 

計 

画 

【将来像】 

①生命と健康を守り長寿を喜びあえるまち ②いきがいと文化を育むまち 

③いきいきとした暮らしのあるまち ④快適な環境のなかで住み続けられるまち 

⑤安全で住みやすいまち 

 

【九つのビジョン】 

①個人を尊重し、人と人とのつながりを大切にする ②子ども・若者が住みやすいまちをつくり、教育を充実する 

③健康で安心して暮らしていける基盤を確かなものにする ④災害に強く、復元力を持つまちをつくる 

⑤環境に配慮したまちをつくる ⑥地域を支える産業を育み、職住近接が可能なまちにする 

⑦文化・芸術・スポーツの活動をサポート、発信する ⑧より住みやすく歩いて楽しいまちにする 

⑨ひとりでも多くの区民が区政や公の活動に参加できるようにする 

世田谷区基本構想（平成 25 年 9 月議決） 世田谷区基本構想（平成 6 年 9 月議決） 


